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筑波大学大学院・環境防災学講座
寄附者：
一般財団法人砂防フロンティア
整備推進機構

土石流、がけ崩れ、深層崩壊、火山泥流等への
対策・研究を充実させるのため、高度な技術者・
研究者育成の重要性高まる

目的等：

 国内外のフィールドにおける実践
的な教育研究活動を通して、主に
社会人を対象に環境防災に関する
高度な専門技術者と研究者を養成
するため（社会的要請）に平成22
年4月に設置。

 環境科学専攻・持続環境学専攻に
おいて、環境防災プログラムのカリ
キュラムを実施。

 寄附金により、教育・研究に資する
ための「環境防災研究棟」を建設し、
平成23年度より供用。

講座設置期間：
当初：平成22年4月から

平成27年3月（５年間）
延長：平成30年3月まで

（通算８年間）

地震、火山噴火、台風、集中豪雨等による災害が
多発し、都市化、過疎化等により自然・社会環境
が変化

寄附講座・「環境防災学」の設置



・専任教員・産学官の多彩な講師による
授業を開講（１０～１１科目）＋ゼミ

・建設現場での施工方法の実践実習
・全国各地・海外のフィールド調査で
実地指導（延べ約１50箇所）

教育
研究

環境防災学
講座

気候
変動

土砂災害の
多様化・激甚化

国際
展開社会

連携

環境防災学講座の運営

広報

高齢化、過疎化、財政，
生態系 等の課題

環境変化、国際
化を見据えた、実
践的な教育・研究

研究指導

学会発表

セミナー・
フォーラム

フィールド重視の
実践的指導

・国際会議
第６回世界土石流会議
（H27.6，つくば市） を共催
・海外現地調査
・留学生受入れ

ＨＰに
よる
情報発信

環境防災に関する知識・ 技
術を、体系的に考える姿勢
（「砂防的総合知」）を育成

実践的な課題解決能力
を習得

主として、
社会人の
技術力向
上、キャリ
アアップ

体系的・実践的なカリキュラム

論文発表

大学院
生命環境科学研究科

環境科学専攻/持続環境学専攻



キックオフフォーラム
日 時

平成22年5月17日（月）13:15～16:30
会 場

筑波大学総合研究棟A 110公開講義室
祝 辞

筑波大学 副学長 清水一彦
国土交通省河川局砂防部長 牧野裕至
(財)砂防フロンティア整備推進機構

理事長 森俊勇
基調講演

「新潟県中越地震からの復興と教訓」
長島忠美 衆議院議員

（元山古志村村長）
パネル討論

「環境防災学の明日を探る」
パネリスト

岡本正男(社)全国治水砂防協会理事長
牧野裕至国土交通省砂防部長
山崎 登ＮＨＫ解説副委員長

座長
西本晴男 筑波大学大学院

環境防災学講座教授



環境防災研究棟（Ｈ２３．４より供用開始）



<研究棟竣功の直前に東日本大震災>

理科系棟Ｂ
の教員居室

12 .22

10.22

3.91.13

11 .17

3.11

3.11

石井准教授と事務職員の居室

地震発生直後、完成直前の
環境防災研究棟

9.29



研究棟披露式（平成23年7月8日）

山田学長挨拶

森理事長挨拶

学
長
揮
毫
に
よ
る
研
究
棟
看
板

白井生命環境系長、清水副学長、山田学長、森理事長、南砂防部長



環境防災研究棟の概要

位 置 農林工学系Ｆ棟北側

構 造 鉄筋コンクリート3階建

建築面積 約400m2（延床面積：約1、198m2）

部 屋 数
10室 （教授室1、准教授室2、事務室1、
院生室1、講師控室1、講義室1、解析室1、
サーバー室1、共同研究室1）

   202講師控室 201院生室

給湯室(1)

女子WC 男子WC

203講義室
   解析室

給湯室(2)

女子WC 男子WC

302サーバー室 303共同研究室



教育
社会
連携

社会
連携

広報
国際
展開

研究



修了学生数 （Ｈ30年3月修了予定3名を含む）

課程

実績

社
会
人

一
般

留
学
生

計

特
別
聴
講
学
生

特
別
研
究
学
生

計 合
計

博
士
前
期
課
程

H22年入学 1人 1人 0人 2人 0人 0人 0人 2人

H23年入学 1人 0人 2人 3人 0人 0人 0人 3人

H24年入学 2人 0人 0人 2人 0人 0人 0人 2人
H25年入学 3人 0人 1人 4人 3人 0人 3人 7人
H26年入学 3人 1人 1人 5人 1人 1人 2人 7人
H27年入学 1人 0人 1人 2人 0人 0人 0人 2人
H28年入学 2人 1人 0人 3人 0人 0人 0人 3人
H29年入学 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
小計 13人 3人 5人 21人 4人 1人 5人 26人

博士後期課程 2人 0人 0人 2人 0人 0人 0人 2人
合計 15人 3人 5人 23人 4人 1人 5人 28人

※Ｈ29年は、在学期間の関係から、新入生無し。



年度 H22 Ｈ23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

博
士
前
期
課
程

社会人

応用地質 応用地質
キタック キタック キタック

朝日航洋 朝日航洋
応用地質 応用地質

玉野総合 玉野総合
アジア航測 アジア航測
東京建設
コンサルタント

東京建設
コンサルタント
キタック キタック
朝日航洋 朝日航洋
応用地質 応用地質

東京建設
コンサルタント

東京建設
コンサルタント

応用地質 応用地質
日本海

コンサルタント
日本海

コンサルタント

一般学生 東邦大・理卒 東邦大・理卒 宮崎大・砂防
卒

宮崎大・砂防
卒

東邦大・理卒 東邦大・理卒

留学生

中国 中国
中国 中国 中国 中国

中国 中国
中国 中国

後
期 社会人

パスコ 【博士(環境学）取得】

アジア航測 【博士（環境学）取得】

環境防災学講座 修了学生の所属会社名等

※Ｈ29年度は予
定



H24.3 H26.3

H27.3

講座メンバー

H25.3



H28.3

講座メンバー

H30.1

H29.3

H29.3

研究棟北側の
ライラックの花



環境科学専攻必修科目
（環境学概論・演習・実習）

環境科学専攻の専門科目

実践実習

・建設会社
・環境防災構造物・
資機材関連会社

・(独)土木研究所
・砂防関係財団法人

等

環境防災プログラムのカリキュラム

他専攻・他研究科の専門科目

環
境
防
災
学
講
座
教
員
・非
常
勤
講
師

建設現場等に
おける実習
（２週間程度）

・環境防災学 ・環境防災危機管理論
講座専任
教員

10単位
履修可能

修士論文

14

講座で10～11科目を開講
・実践実習

・フィールド環境防災学 ・環境防災計画論
・環境防災施設論 ・環境防災政策論
・環境防災高度技術論 ・国際環境防災論
・地域環境防災基本論 ・地域環境防災実践論
・環境防災施工論

産学官の

多彩な講師

修士学位記＋
プログラム
修了証書授与

30単位以上
必須
（40単位以上
を推奨）



環境防災学講座の開講科目（平成28年度）と到達目標
授業科目 到達目標

環境防災学※ 環境防災学の基本的理論の習得

フィールド環境防災学 実際の現場における土砂移動現象及び対策に関わる技術の習得

環境防災危機管理論※ 大規模土砂災害の発生直後の危機管理（緊急調査、情報、機関連携、警戒避難
体制、応急対策）及び防災訓練の考え方の習得

環境防災施設論※
（ⅠとⅡを隔年で開講）

自然環境・生活環境との調和・地球温暖化防止に寄与する環境防災施設の計
画設計施工管理技術の習得

環境防災計画論※
（ⅠとⅡを隔年で開講）

土砂移動を制御するための砂防設備の計画設計に関する技術（技術指針・ガイ
ドラインの考え方、計画設計手法等）の習得

地域環境防災基本論 環境防災のソフト対策に関わる事項（過疎化、高齢化、都市化など社会環境変
化、防災教育、ＮＰＯ活動、地域防災力向上施策）の習得

地域環境防災実践論 土砂災害防止法の具体的方策に関わる事項（土砂災害警戒区域等の意義、警
戒避難、安全な土地利用の考え方等）の習得

環境防災政策論 環境防災に関する法律・政策・施策などの行政に関わる事項（行政システム、予
算制度、施策、災害対応）の習得

環境防災高度技術論 流域環境の変化を監視するためのリモートセンシング・航測による技術の習得

国際環境防災論 国際的な防災行政（開発途上国の社会情勢にあった防災技術移転のあり方、継
続的な人材育成のあり方）の習得

環境防災施工論 建設現場の施工管理、現場条件と施工法、仮施工の留意点、施設設計と建設
現場、環境防災と施工法の習得

※平成29年度開講科目（平成29年度は講座終了年度により、講座への新入生なしのため）



多彩な講師陣による「政策」から「施工・管理」の講義

各科目で夫々
の専門家によ
る講義を実施



科目構成
案作成

「とりまとめ講
師」による、
内容提案

前年度
授業

受講生
意見

名称、内容、
講師決定

授業
実施

【授業科目・内容の検討・決定の流れ】



所属先 人数
国士館大（教育学）教授 7
群馬大（土木工学）教授 2
京都大（地震工学）助教 1
東京農工大 教授 1
横浜国立大学 2
東京大学 教授 1
政策研究大学院大学 教授 1
衆議院議員 2
国土交通省（砂防部長ほか） 23
元環境省自然保護局長 2
文化庁 1
関東地方整備局 5
北陸地方整備局 3
利根川水系砂防事務所 1
高知県（砂防課長） 3
長野県建設部 7
新潟県土木部 2
富山県（土木部長） 2
愛媛県新居浜市 3
静岡県菊川市 1
長野県岡谷市 1
長野県青木村 2
長野県長和町 2

所属先 人数
広島市自主防災会会長 7
国際砂防協会 3
JICA 4
山口県砂防ボランティア協会 2
ISM工法研究会 1
文化財石垣保存協議会 2
柔構造物工法研究会 14
砂防施工管理研究会 7
ボンテラン工法研究会 2
砂防鋼製構造物研究会 1
砂防フロンティア整備推進機構 33
砂防・地すべり技術センター 13
国土技術政策総合研究所 26
土木研究所 36
JAXA 7
高速道路総合技術研究所 1

所属先 人数
神戸製鋼所 4
東亜グラウト工業 1
日本無線 1
間組 2
丸新志鷹（ネパール支店） 4
応用地質 2
アジア航測 7
ニュージェック 2
日本工営 2
八千代エンジニアリング 7
セコム 5
アイエステー 2
砂防エンジニアリング 1
プレック研究所 1

多彩な専門分野の非常勤講師
（H22-29の年度毎の延べ人数）

延べ 275人

行政

学識者

団体

研究機関

建設会社

コンサルタ
ント会社



講義の様子



国土交通省砂防部長との懇談

H26.4.11

H28.7.5

H27.4.10



建設現場などでの「実践実習」（H22年度～H29年度）

年度 実習先 実習期間 実習内容

22
(財）砂防フロンティア
整備推進機構

9月16日～
10月14日 土砂災害(特別)警戒区域設定

(株)神戸製鋼所 8月16日～
8月27日 施設の製造・施工・効果

23

(株)北陸ジオテック 7月25日～
8月12日 環境リサイクル

(株）神戸製鋼所 8月29日～
9月9日

施設の製造・施工・効果

ダイチ(株） 7月25日～
8月12日 法面対策工事

24
ダイチ(株） 7月25日～

8月12日 法面対策工事

鹿島建設(株） 7月9日～
7月20日 河道閉塞緊急工事

25

ダイチ(株） 7月16日～
8月9日 法面対策工事

鹿島建設(株） 7月16日～
8月9日 河道閉塞抜本対策工事

(株)野添組 7月22日～
8月23日 土石流対策工事

(株）神戸製鋼所 7月22日～
8月23日 施設の製造・施工・効果

(株)北陸ジオテック 7月16日～
8月9日 環境リサイクル

(株）守谷商会 7月16日～
8月9日 山腹工事

年度 実習先 実習期間 実習内容

26

(株)北陸ジオテック 7月22日～
8月1日 環境リサイクル

鹿島建設(株） 7月22日～
8月1日 河道閉塞抜本対策工事

大日本土木(株） 7月28日～
8月8日 堰堤工事、法面対策工事

(株）神戸製鋼所 7月28日～
8月8日 施設の製造・施工・効果

ダイチ(株） 8月4日～
8月8日 山腹工事

大規模土砂災害対
策技術センター

1月21日～
1月31日 大規模土砂災害対策

27

(株）加藤組 7月27日～
8月7日 砂防ソイルセメント工事

(株）神戸製鋼所 7月27日～
8月7日 施設の製造・施工・効果

大日本土木(株） 7月27日～
8月7日 堰堤工事、法面対策工事

鹿島建設(株） 7月27日～
8月7日 河道閉塞抜本対策工事

ダイチ(株） 7月27日～
8月7日 法面対策工事

28

（株）吉川工務店 7月25日～
8月5日 堰堤工事

(株)北陸ジオテック 7月25日～
8月5日 環境リサイクル

鹿島建設（株） 7月25日～
8月5日 河道閉塞抜本対策工事

29 鹿島建設（株） 7月24日～
8月4日 河道閉塞抜本対策工事

※ 建設会社 資材等関係会社 研究機関等



出来高測量
コンクリート打設

ソイルセメント含水比試験の
篩い分け作業

リングネット設置

実践実習状況

改良土ＣＢＲ試験

鋼矢板打設



実践力を培う、災害現場・砂防現地の調査
年度 調査箇所数 調査先

H22 4箇所 筑波山、山口県、広島県、台湾

H23 16箇所
福井県、新潟県、熊本県、北海道、兵庫県、京都府、三重県、鹿児
島県、富士川砂防、松本砂防、湯沢砂防、桜島砂防、樽前山砂防、
十勝岳砂防、日光砂防、雲仙砂防

H24 18箇所
神奈川県、長崎県、徳島県、高知県、福井県、兵庫県、広島県、北
海道、三重県、富山県、四国山地砂防、立山砂防、樽前山砂防、十
勝岳砂防、富士砂防、天竜川上流砂防、東大北海道演習林、台湾

H25 28箇所

新潟県、静岡県、兵庫県、山口県、福井県、北海道、長野県、千葉
県、鹿児島県、熊本県、長崎県、広島県、和歌山県、東京都、岩手
県、六甲砂防、富士山砂防、樽前山砂防、十勝岳砂防、立山砂防、
日光砂防、渡良瀬川砂防、桜島砂防、雲仙砂防、亀の瀬地すべり、
東大北海道演習林、東大愛知演習林、インドネシア

H26 19箇所

熊本県、山梨県、福井県、北海道、長野県、広島県、神奈川県、東
京都、鹿児島県、沖縄県、岐阜県、高知県、樽前山砂防、十勝岳砂
防、広島西部山系砂防、雲仙砂防、桜島砂防、東大北海道演習林、
台湾



実践力を培う、災害現場・砂防現地の調査
年度 調査箇所数 調査先

H27 25箇所

栃木県、山形県、大阪府、兵庫県、福井県、新潟県、奈良県、長野
県、富山県、北海道、三重県、広島県、岩手県、山梨県、神奈川県、
静岡県、東京都、富士山砂防、湯沢砂防、十勝岳砂防、樽前砂防、
札内川砂防、広島西部山系砂防、東大演習林、インドネシア

H28 20箇所

富山県、静岡県、岡山県、福井県、岐阜県、新潟県、奈良県、北海
道、東京都、長崎県、熊本県、鹿児島県、広島県、天竜川上流砂防
富士川砂防、立山砂防、広島西部山系砂防、雲仙砂防、桜島砂防、
札内川砂防

H29 14箇所
岩手県、宮城県、兵庫県、奈良県、愛知県、神奈川県、和歌山県、
北海道、東京都、六甲砂防、十勝岳砂防、樽前山砂防、湯沢砂防、
渡良瀬川砂防

赤字：国交省事務所
黒字：都道府県
緑字：海外



南木曽土石流災害

伊豆大島土砂災害

広島市土石流災害

災害調査

つくば市竜巻災害
（平成24年5月6日）

東日本大震災・津波災害

防府市土石流災害

奈半利川深層崩壊（高知県）



施設計画

日光砂防・稲荷川

足尾砂防・松木山腹工
（財）建設技術研究所・

水理模型実験

六甲砂防・グリーンベルト

立山砂防・カルデラ内工事

松本砂防・浦川



桜島・野尻川

施設効果

三重県・小滝川

富士川砂防・春木川

旧山古志村復興状況

東竹沢 木籠地区

鹿児島県・磯脇川

大和川・亀の瀬すべり

民宿

広島県・がけ崩れ対策



施設設計

湯沢砂防
（アーチ堰堤、複断面水通し）

北海道（鋼製堰堤）

札内川砂防（スリット堰堤）

福井県（流木対策）

山口県（ダブルウォール）

湯沢砂防（ブロック堰堤）

広島西部山系砂防
（砂防ソイルセメント）



施設施工
雲仙砂防（無人化施工）

湯沢砂防（魚道）

天竜川上流
（コンクリート打設）

広島西部山系
（砂防ソイルセメント）伊豆大島（山腹工）

鹿児島県（施工場所が
狭隘地での施工）



環境

湯沢砂防（七ッ釜堰堤・景観） 北海道（富良野川・鋼材）

広島県（宮島・庭園砂防）
新潟県（山古志地区・
発生土活用）

松本砂防（平川・全断面魚道）

立山砂防（妙寿堰堤・総合
土砂管理）



雲仙岳

火山砂防

桜島

富士山

樽前山

有珠山 十勝岳

三宅島



歴史的施設・長寿命化・森林環境

堂々川（広島県） 大源太堰堤（湯沢砂防）

東大北海道演習林 簡易流木止工（兵庫県）



海外現地調査・ワークワーショップ

台湾

インドネシア・メラピ火山

台湾・小林村

インドネシア・メラピ火山台湾・台北市

台湾・屏東県



町役場で「町長さん」の生の声を聞く

兵庫県佐用町長と町づくり・地域防災について意見交換 （H24.8 ）
※佐用町は、平成16年に風倒木災害、平成21年に豪雨災害で20名の犠牲者を出した。



学会発表会・講習会・イベントへの参加

穂高砂防観測所でのワークショップ

砂防学会研究発表会

土砂災害防止月間全国大会

砂防ボランティ全国の集い
火山砂防フーラム 砂防および地すべり防止講習会



教育
社会
連携

社会
連携

広報
国際
展開

研究



修士論文
修了
年度

氏名
(赤字：社会人学生)

修士（環境科学）学位論文タイトル

H23
亀澤奈央 砂防堰堤の形状、材料及び越流水処理工法の変遷の分析

千葉伸一
人的被害を軽減するための土砂災害警戒避難の実態と土砂災害警
戒情報の効果分析

H24
朱培紅

土砂災害の危機管理の視点からみた災害対策に係わる法体制の中
日比較

黄麗 大規模地震発生後の避難所整備に関する中国と日本の比較

H25

田中義成
学校における土砂災害に対する防災教育の実践方法の研究～小学
校における取り組み事例～

安海高明 土石流導流工による土石流・流木の制御効果に関する研究

大村さつき
地域特性を考慮したアンケート式自己学習プログラムによる住民の
土砂災害に対する防災意識向上手法

H26

中根和彦
砂防堰堤の下流法勾配及び石積形状に着目した近代日本砂防技術
確立期における欧州アルプス砂防の影響

関根敬 崩壊土砂の突入に伴う段波の形成・遡上過程の解明

西村直記 降雨や濁水が避難行動に係わる目標物の視認に与える影響

王褘 中国における土砂災害対策としての群測群防体系の方策



修了生の修士論文
修了
年度

氏名
(赤字：社会人学生)

修士（環境科学）学位論文タイトル

H27

神保 啓
土砂災害特別警戒区域における住宅の移転および構造の規制に関
する課題と促進策

江藤 稚佳子
有限体積法による水の動きの再現に変数の設定方法が及ぼす影響
の解明

阿部 拓実 地名が示唆する土砂災害発生の種類と危険性に関する研究

大賀 知将
渓流水に含まれる電解質の伝播課程の観測と移流・拡散係数の推
定

劉 詩雨 日本と中国の教科書における防災学習内容の比較分析

H28
𠮷𠮷田 喜高 丹沢西部流域における土砂流出抑制対策の効果

孫 敏 自然災害に対する被災地支援手法の日中比較

H29
(予定）

塚原 直幸 荒廃渓流における出水時の濁度と土砂移動現象との関係

後藤 美香
昭和5(1930)年に発生した北伊豆地震の特性と土砂災害発生機構と
の関係

笠原 友樹 多視点撮影画像による歴史的砂防施設の三次元モデル構築



修士論文作成のための調査

濁水観測（塚原）

水理実験
（江藤）

地元住民から聞き取り
（阿部）

防災教育の実践（田中） アンケート調査（大村）

砂防施設調査（吉田）

住民聞取り調査（朱）

修士論文・博士論文
(砂防図書館へ寄贈)



研究成果発表・共同研究

砂防学会研究発表会

年度
原著
論文

著書
国際学会

発表
国内学会
発表等

H22 2編 3編 18編

H23 2編 1編（単著） 3編

H24 1編 1編 13編

H25 3編 2編 10編

H26 1編（共著） 2編 10編

H27 2編（共著） 1編 14編

H28 1編 9編

H29 3編 1編（監訳）
5編

計 12編 5編 9編 82編

内容

共同研究
の名称

土砂災害防止のための情
報提供のあり方及び基本
情報共有に関する研究

協定締結
機関

国土交通省国土技術政策
総合研究所

危機管理技術研究セン
ター砂防研究室

協定期間
平成22年1月26日～平成
25年3月31日



デモンゼー著書（1878刊）の翻訳版
「渓流および山腹工事」（ＣＤ版」）

・1912年に日本人
初の砂防担当教授

・我が国最初の本格的砂防専
門書「理水及砂防工学本論」
等を著述（1915-1921年）

・日本各地・欧州の、当時の
写真を多く残している

諸戸北郎博士の業績

砂防と治山の真髄が
語られている名著。

ハードカ
バー版は

筑波大学
図書館に
寄贈



教育
社会
連携

社会
連携

広報
国際
展開

研究



研修会・技術委員会等での活動・講演
年度 派遣数 派遣先

H22 7件 人事院、 （財）全国建設研修センター、 国土交通省関東地方整備局、 （社）砂防学会、 （財）建設技
術研究所、 (財)砂防・地すべり技術センター、 (独)国際協力機構

H23 6件 (社)砂防学会、（財）全国建設研修センター、 （財）建設技術研究所、 （社）日本地すべり学会、 （社）
全国治水砂防協会、 NPO法人防災情報研究所

H24 8件
（社）砂防学会、 （財）全国建設研修センター、 (独)国際協力機構、 国土交通省関東地方整備局
利根川水系砂防事務所、 (財)砂防地すべり技術センター、(公社)日本技術士会北陸支部、（公社）
日本地すべり学会、国土交通省中部地方整備局天竜川川上流河川事務所

H25 4件 第6回国際土石流災害防止会議実行委員会、（公社）砂防学会、富山県土木部、国土交通大学校、
長野県

H26 8件
第6回国際土石流災害防止会議実行委員会、（公社）砂防学会、富山県土木部、鹿児島県市町村

社会基盤整備推進協議会、国土交通省大学校、国土交通省関東地方整備局利根川水系砂防事
務所、（独）国際協力機構、防災を考える会広島

H27 6件
第6回国際土石流災害防止会議実行委員会、（公社）砂防学会、富山県土木部、（公社）日本地す

べり学会、富山県斜面防災技術協会、県民大学講座

H28 5件
第6回国際土石流災害防止会議実行委員会、（公社）砂防学会、（公社）日本地すべり学会、

神奈川県自然環境保全センター、（一社）日本応用地質学会北陸支部

H29 4件
（公社）砂防学会、（公社）日本地すべり学会、国土交通省砂防部、田倉川と暮らしの会・高倉谷川
砂防えん堤の会

伊豆大島土石流災害
砂防学会調査団（２０１３）

常陸砂防研究会
（砂防ボランティア）

長野県麻績村防災シンポジウム
（2013）



教育
社会
連携

社会
連携

広報
国際
展開

研究



環境防災講演会
日 時：

平成22年7月13日（火）14:30～17:00
会 場：

砂防会館 別館３Ｆ会議室「六甲」
（東京都千代田区平河町2-7-5）

開会挨拶：
筑波大学環境科学専攻長、

持続環境学専攻長 内山裕夫
特別講演：

「筑波大学における教育研究と社会連携」
筑波大学 副学長 清水 一彦

「砂防は何を目指しているのか」
国土交通省河川局砂防部
砂防計画課 課長 南 哲行

講 演：
「砂防分野の技術者育成」

（財）砂防フロンティア整備推進機構
理事長 森 俊勇

「環境防災学について」
筑波大学大学院
生命環境科学研究科 教授 西本 晴男



環境防災ワークショップ



平成26年4月

砂防学と地形学の連携に関するシンポジウム



講座ホームページ

http://edip-tsukuba.org/



教育
社会
連携

社会
連携

広報
国際
展開
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交流協定の内容
内容

交流協定
の名称

日本国筑波大学とインドネシア国ガ
ジャマダ大学との間の学術交流及
び協力に関する協定

協定締結
機関

インドネシア国
ガジャマダ大学

交流分野
火山・土砂災害ならびに対策を中心
とする環境防災学分野

協定
締結日

平成23年2月21日

協定書調印式
（東 生命環境科学研究科長（右）とTumiran工学部長（左））



RTM（仏国森林保全庁）での意見交換（2017.10）

台北市役所でのワークショップ（2013.3） ベルン大学での講演（西本）（2015.9）

国際会議・ワークショップ

ガジャマダ大学でのワークショップ（2016.3）



52

第6回国際土石流災害防止会議に講座が主体的に係る

日程：平成27年6月22日（月）～27日（土）
会場：つくば国際会議場
主催：国際土石流災害防止会議委員会

第６回国際土石流災害防止会議
実行委員会（委員長：西本晴男教授）

共催：（公社）砂防学会、筑波大学
後援：国土交通省 他

参加者：
海外 17ケ国 65名
国内 109名

発表：
口頭 ３５、基調講演６
ポスター６１

ＩＪＥＣＥの土石流会議特別号



環境防災学講座で学んだ勉学・研究の成果（修了生）

１）知識

・砂防関係の知識・技術について、歴史や背景をふまえて幅広く、かつ深く学ぶことができたことで、防災施設の検討、

計画に関し、 マニュアル一辺倒ではなく多様な視点から分析・考察できるようになった。

・法律や事業の流れを踏まえた仕事の仕方が出来るようになり、法律や事業の趣旨を基に個人で課題解決を考える

力が身についた。

・コンサルタント業務を、様々な視点から考えることが出来るようになった。

・社内外の他者が作成した資料を客観的な視点で見られるようになった。

・2回の実践実習で建設現場の経験をし、施工現場において設計成果と現場条件の不一致に対する対応（施工段階で

の提案・調整）を知ることが出来た。

２）対外的な技術力

・行政から求められる資料の作成にあたって、行政の視点で資料作成し提供できるようになった。

・発注者や業務上で住民と話す際に事例紹介（メリット・デメリット、苦労話のネタ等を含めて）が出来るようになった。

・実際の災害・対策事例についての知識が増えたことにより、条件に応じた事例紹介や、資料の提供、提案が出来る

ようになった。

・水系砂防事業における地すべり災害の事業計画策定において、砂防事業全体を見据えた技術提案が出来るように

なった。

・土砂法の基礎調査で、法施行の背景や経緯等を詳しく学べたことで、自信をもって発注者との打合せ・対応が出来る

ようになった。

３）人的資産等

・講座で学んだことで、様々な先生方、行政幹部、土研、砂防フロンティア等の砂防関係機関の方と面識が出来、学会

などの機会で話をできるようになった。

・苦楽を共にした他社の同級生や先輩、後輩との出会いは大きな財産になった。



• 社会人として実務を経験した後、学生として学びの機会を得られたことで、大きく本人を成長させた。

• 専門科目に加えて人文・社会科学系の知見を得たことは、防災の意義について考える機会を与えてもら
い、非常に有益なものになった。

• コンサルタントでは、計画や設計が中心で工事に関わる機会は少ないため、災害と対策工事の現場で
実践的に学べたことは、警戒避難や工事の課題について気づかされることがあり、貴重な経験になった。

• 講義、現地調査、修論研究等を通して、発注者側の考え方を理解できたことによって、砂防事業全体を
見据えた技術提案も出来るようになり、今後の実務に非常に有益な経験になった。

• 法施行の背景や経緯、災害後の対応、ソフト対策、砂防施設の配置計画など、学んだ幅広い知識と考え
方をもとに、多角的に顧客との打ち合わせが行えるようになった。

• 修論研究の成果として、工夫したプレゼンテーションが出来るようになった。

• 大学でご指導を受けた先生、講師の方と面識が出来たことで、人脈という成果を得たことは大きな財産
である。

• 2年間の学生生活で、技術者としての実務に直結すると期待するものではないが、 体系的な基礎知識
と砂防実務に携わる責任者から「業務に対する判断のポイント」を学び、さらに論文作成による専門的な
知識、技術の習得を目指したことで、業務遂行にかかる判断能力が高まり、業務を安心して任せること
が出来るようになった。

• 現在は、主たる担当技術者として業務に従事しているが、管理技術者として独り立ちすることが見通せ
るようになってきている。砂防分野の中核として育つことを期待している。

環境防災学講座で学んだ勉学・研究の成果（派遣会社）



講座のスタッフ

教授 准教授 事務

西本晴男
（H22.4-H30.3）

石井靖雄
（H22.4-H25.3）
【国研土木研究所上席研究員】

水野秀明
（H24.4-H27.3）
【九州大学大学院准教授】

秋山一弥
（H27.4-H30.3）

倉持紀子
（H22.4-H26.9）

小笠原初美
（H26.4-H28.3）

黒澤円香
（H27.4-H29.3）

赤尾美佐
（H28.4-H30.3）

※

※国際土石流会議担当

※所属は平成30年3月現在



環境防災研究棟の四季

H29.11

H29.8

H30.1

H29.4

大学中央バス停

大学中央バス停

春

大学中央バス停

夏

秋 冬



○山岳地域を取り巻く環境問題の解決、山岳生態系の持続的管理などに対応できる知識と
技術を備えた人材育成を目指して、筑波大学、信州大学、静岡大学、山梨大学の4大学
が連携する大学院 （博士前期課程）として、平成29年4月より開設。

○教育の3本柱⇒①山岳環境（生態）の保全 ②林業活性化 ③中山間地の防災

山岳科学学位プログラム

○山岳域の諸課題に係る、国家・地方公務員、国関係研究機関の研究員となる人材を育成
○国、研究機関等にインターンシップを受け入れてもらい、院生が実践的な専門知識と技術
を習得

ー



〇概要
◇環境科学専攻で専門科目として、環境防災学に関する２科目を開設予定。

/講義は、非常勤講師として国交省砂防部の行政官、国総研・土研の研究者に行って
いただく予定。

/平成29年度に開設された「山岳科学学位プログラム」における重要科目に位置付けさ
れる。

◇奨学寄附金で整備した「環境防災研究棟」は、筑波大学における防災関係の教育・研究
の拠点として活用予定。

〇開設科目の名称・内容・講師

平成30年度以降について

科目名 内容 講師

環境防災計画論
（1単位、時間割講義）

豪雨や火山噴火、地震、地球温暖化の影響などに
よる環境の劇的な変化とそれに伴う土砂災害にか
かわる現象とその対策について考究する。

国総研、土研
等の研究者

環境防災政策論
（1単位、集中講義）

土砂災害対策を中心とする環境防災にかかわる、
施策、行政システム、予算制度、災害対応方策等に
ついて講述する。

国交省本省の
行政官



ま と め

• 業務多忙の中、講義を担当していただいた非常勤講師の先生方、並びに実
践実習・現地調査先の会社・機関と担当者の方々のお陰をもちまして講座の
運営を行いうことが出来ました。心から御礼を申し上げます。

• 社会人学生諸氏は、所属会社に感謝しつつ、勉学に励みました。

• 修了生は、学んだ知識・自己の資質向上を生かし、立派に業務に従事してお
り、技術力の向上と社会人としてのキャリアップを実現しています。

• 寄付講座「環境防災学」の運営に、ご指導・ご協力いただいた大学当局と先
生方並びに一般財団法人砂防フロンティア整備推進機構に感謝いたします。

• 講座終了後は、関係機関のご協力のもと、環境防災学関係の2科目が開講
され、筑波大学大学院における環境防災の教育が継続される予定です。


	平成22年度～29年度�環境防災学講座の活動について　
	筑波大学大学院・環境防災学講座
	�
	キックオフフォーラム
	スライド番号 5
	<研究棟竣功の直前に東日本大震災>
	研究棟披露式（平成23年7月8日）
	環境防災研究棟の概要
	スライド番号 9
	　　　　　　修了学生数　（Ｈ30年3月修了予定3名を含む）
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	環境防災学講座の開講科目（平成28年度）と到達目標
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	講義の様子
	国土交通省砂防部長との懇談
	建設現場などでの「実践実習」（H22年度～H29年度）
	実践実習状況
	実践力を培う、災害現場・砂防現地の調査
	実践力を培う、災害現場・砂防現地の調査
	災害調査
	スライド番号 26
	施設効果
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	歴史的施設・長寿命化・森林環境
	スライド番号 33
	町役場で「町長さん」の生の声を聞く
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	修士論文
	修了生の修士論文
	修士論文作成のための調査
	研究成果発表・共同研究
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	研修会・技術委員会等での活動・講演
	スライド番号 44
	環境防災講演会
	スライド番号 46
	砂防学と地形学の連携に関するシンポジウム
	講座ホームページ
	スライド番号 49
	交流協定の内容
	国際会議・ワークショップ
	第6回国際土石流災害防止会議に講座が主体的に係る
	�環境防災学講座で学んだ勉学・研究の成果（修了生）�
	環境防災学講座で学んだ勉学・研究の成果（派遣会社）
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	ま　と　め

